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検索結果から Audio Overview を生成する機能を Google は試験公開した。

June 2025 Core Update【2025年7月のコアアップデート】の展開をGoogleが開始

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-is-rolling-out-june-2025-core-update/

June 2025 core update（2025年 7月のコアアップデート）の展開を  Googleは開始しました。通常のコアアップデート 検索セントラルの LinkedInアカウントは次のようにアナウンスしています。本日、Google検索の 2025年 6月のコアアップデートをリリースしました。 これは、あらゆる種類のサイトから、検索ユーザーにとって関連性が高く満足のいくコンテンツをより適切に表示できるように設計された、通常のアップデートです。ロールアウトが完了したら、ランキングのリリース履歴ページを更新します。https://status.search.google.com/incidents/riq1AuqETW46NfBCe5NT内容としては、典型的なコアアップデートのようです。 特筆すべき特徴には言及していません。検索ステータスダッシュボードを見ると、完了までには最長で 3週間かかるとのことです。一般的には 2週間のパターンが多いので、通常よりは長くかかる可能性があります。いくつかのランキングチェックツールを調べましたが、この記事を書いている時点では、目立った変動はどのツールも示していませんでした。影響の最終的な程度は、3週間をめどに分析するといいでしょう。

June 2025 core update（2025 年 7 月のコア アップデート）の展開を Google は開始しました。

通常のコア アップデート

検索セントラルの LinkedIn アカウントは次のようにアナウンスしています。

本日、Google 検索の 2025 年 6 月のコア アップデートをリリースしました。

これは、あらゆる種類のサイトから、検索ユーザーにとって関連性が高く満足のいくコンテンツをより適切に表示できるように設計された、通常のアップデートです。

ロールアウトが完了したら、ランキングのリリース履歴ページを更新します。

https://status.search.google.com/incidents/riq1AuqETW46NfBCe5NT

内容としては、典型的なコア アップデートのようです。

特筆すべき特徴には言及していません。

検索ステータスダッシュボードを見ると、完了までには最長で 3 週間かかるとのことです。

一般的には 2 週間のパターンが多いので、通常よりは長くかかる可能性があります。

いくつかのランキングチェックツールを調べましたが、この記事を書いている時点では、目立った変動はどのツールも示していませんでした。

影響の最終的な程度は、3 週間をめどに分析するといいでしょう。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.linkedin.com/posts/googlesearchcentral_google-search-status-dashboard-activity-7345460348960817152-Hs7A
https://status.search.google.com/incidents/riq1AuqETW46NfBCe5NT
https://status.search.google.com/incidents/riq1AuqETW46NfBCe5NT
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検索結果から Audio Overview を生成する機能を Google は試験公開した。

June 2025 Core Update【2025年7月のコアアップデート】の展開をGoogleが開始

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-is-rolling-out-june-2025-core-update/

コアアップデートの頻度を増やすはずではなかったか？ 昨年 12月にスイス・チューリッヒで開催された Search Central Liveでは、今後は、コアアップデートの頻度を上げ展開完了までにかかる時間を短縮するように取り組んでいるという話が出ました。 前回のコアアップデートは  3月中旬でした。今回の 2025年 7月のコアアップデートは、それから  2か月半後です。〜3  4か月の間隔が一般的なので短いといえば短いのかもしれませんが、短縮というほどではありません。高速化に至っては、むしろ展開完了にもっと長い時間がかかることが見込まれています。ちょっと肩透かしを食らったような感じです。なんにせよ、典型的なコアアップデートが実施されました。 

コア アップデートの頻度を増やすはずではなかったか？

昨年 12 月にスイス・チューリッヒで開催された Search Central Live では、今後は、コア アップデートの頻度を上げ展開完了までにかかる時間を短縮するように取り組んでいるという話が出ま

した。

前回のコア アップデートは 3 月中旬でした。

今回の 2025 年 7 月のコア アップデートは、それから 2 か月半後です。

3 〜 4 か月の間隔が一般的なので短いといえば短いのかもしれませんが、短縮というほどではありません。

高速化に至っては、むしろ展開完了にもっと長い時間がかかることが見込まれています。

ちょっと肩透かしを食らったような感じです。

なんにせよ、典型的なコア アップデートが実施されました。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-has-rolled-out-december-core-update-following-closely-on-the-heels-of-november-update/#more-core-update
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-has-rolled-out-december-core-update-following-closely-on-the-heels-of-november-update/#more-core-update
https://www.suzukikenichi.com/blog/we-released-the-march-2025-core-update/
https://www.suzukikenichi.com/blog/we-released-the-march-2025-core-update/
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Google は Search Console に「分析情報」レポートを追加した。ウェブサイトの主要なパフォーマンス情報を簡潔に提供するレポートだ。

Google Search Consoleに分析情報レポートが新登場、Search Console Insightsの置き換え

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-has-released-a-new-search-console-insights-report/

Googleは Search Consoleに「分析情報」レポートを追加しました。ウェブサイトの主要なパフォーマンス情報を簡潔に提供するレポートです。Search Console Insightsの置き換え簡易的なパフォーマンスレポートツールとして   Search Console Insightsが提供されていました。分析情報レポートは、Search Console Insightsの置き換わりです。Search Console Insightsは Search Consoleとは別の単独のツールとして存在していましたが、分析情報は Search Consoleのなかの 1つのレポートとして組み込まれています。

Google は Search Console に「分析情報」レポートを追加しました。

ウェブサイトの主要なパフォーマンス情報を簡潔に提供するレポートです。

Search Console Insights の置き換え

簡易的なパフォーマンス レポート ツールとして Search Console Insights が提供されていました。

分析情報レポートは、Search Console Insights の置き換わりです。

Search Console Insights は Search Console とは別の単独のツールとして存在していましたが、分析情報は Search Console のなかの 1 つのレポートとして組み込まれています。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://developers.google.com/search/blog/2025/06/search-console-insights
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-introduces-search-console-insights/


3

Google は Search Console に「分析情報」レポートを追加した。ウェブサイトの主要なパフォーマンス情報を簡潔に提供するレポートだ。

Google Search Consoleに分析情報レポートが新登場、Search Console Insightsの置き換え

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-has-released-a-new-search-console-insights-report/

次の指標がレポート対象です。

• 全体のクリック数

• 全体の表示回数

• 検索トラフィック

検索トラフィックが多いページ

検索トラフィックが増えているページ

検索トラフィックが減っているページ

• クエリ

トップクエリ

増えているクエリ

減っているクエリ

• トラフィック元の国

• ウェブ検索以外の上位のトラフィックソース

画像検索、動画検索、Discover、Google ニュースなど

期間は、次の 3 つから指定できます。

• 過去 7 日間

• 過去 28 日間

• 過去 3 か月間

主要指標にフォーカスしてレポート分析情報レポートは、サイト全体の主要な指標に絞ってトラフィックの変化の概要を簡潔に提供します。

主要指標にフォーカスしてレポート

分析情報レポートは、サイト全体の主要な指標に絞ってトラフィックの変化の概要を簡潔に提供します。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Google は Search Console に「分析情報」レポートを追加した。ウェブサイトの主要なパフォーマンス情報を簡潔に提供するレポートだ。

Google Search Consoleに分析情報レポートが新登場、Search Console Insightsの置き換え

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-has-released-a-new-search-console-insights-report/

解析ビギナー向けの簡易レポートSearch Console Insights同様に、分析情報も解析初級者向けの簡易的なレポートです。最も気になる、トラフィック数とクエリの状況の概要を手っ取り早く調べられます。逆に、解析上級者にはもの足りなく感じられ使う機会は稀だろうと思います（Search Console Insightsを日常的にチェックしていた人はこのブログの読者にどのくらいいるでしょうか？）。分析情報レポートは、今後数週間かけて徐々 に導入されます。Search Consoleに出現していたら自身でチェックしてみましょう。分析情報レポートの詳細な見方はヘルプ記事で確認できます。日本語で読めます。

解析ビギナー向けの簡易レポート

Search Console Insights 同様に、分析情報も解析初級者向けの簡易的なレポートです。

最も気になる、トラフィック数とクエリの状況の概要を手っ取り早く調べられます。

逆に、解析上級者にはもの足りなく感じられ使う機会は稀だろうと思います（Search Console Insights を日常的にチェックしていた人はこのブログの読者にどのくらいいるでしょうか？）。

分析情報レポートは、今後数週間かけて徐々に導入されます。

Search Console に出現していたら自身でチェックしてみましょう。

分析情報レポートの詳細な見方はヘルプ記事で確認できます。

日本語で読めます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://support.google.com/webmasters/answer/16308503?hl=ja
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大手 CDN プラットフォームの Cloudflare は、AI クローラーのアクセスに課金する Pay per crawl（ペイ・パー・クロール）という技術の試験導入を発表した。

AIクローラーに課金するPay Per CrawlをCloudflareが試験導入

https://www.suzukikenichi.com/blog/cloudflares-pay-per-crawl-system/

大手 CDNプラットフォームの Cloudflareは、AIクローラーのアクセスに課金する Pay per crawl（ペイ・パー・クロール）という技術の試験導入を発表しました。Pay per crawlの概要現状では、AIクローラーのクロールに対してサイト運営者が取れる手段は次の 2つに絞られます。AIにコンテンツを自由に利用させるAIによる利用を完全にブロックするここに第三の選択肢として、Pay per crawlを加えようというのが Claudflareの狙いです。Pay per crawlでは、AI企業が運用するクローラーがサイトにアクセスした際に料金を請求し、支払いに同意した場合にクロールを許可します。支払いへの同意を示さないときは、アクセスを拒否します。ウェブサイトとクローラーとの間での決済を実行する方法としては、402 Payment Requiredという HTTPクライアントエラーレスポンスステータスコードが利用されます。  402 Payment Requiredは、要求の実行には料金の支払いが必要であることをクライアント（ウェブサーバー）がクローラーに通知する技術です。📝すずき補足：402 Payment Requiredはまだ標準化されていない仕様決済フローサイトと AIクローラー間の決済システムは、Cloudflareが管理するのでサイト側での特別な準備は不要です。AIクローラーのアクセスに対する挙動としてサイト管理者は次の 3つから 1つを選択できます。許可 (Allow) :クローラーにコンテンツへの無料アクセスを許可する課金 (Charge) :設定されたドメイン全体の価格での支払いを要求する。クローラーが Cloudflareとの課金関係を持たない場合でも、パブリッシャーは「課金」を選択できる。これはネットワークレベルのブロック (HTTP 403 Forbiddenレスポンスでコンテンツが返されない)として機能するが、将来の関係の可能性を示す追加の利点があるブロック (Block) :支払いオプションなしで、アクセスを完全に拒否します。サイトは、特定のクローラーの料金を免除したり、この機能外でコンテンツパートナーシップを交渉したりすることも可能 また、アクセスに対して支払う料金はサイト側が決定できます。

大手 CDN プラットフォームの Cloudflare は、AI クローラーのアクセスに課金する Pay per crawl（ペイ・パー・クロール）という技術の試験導入を発表しました。

Pay per crawl の概要

現状では、AI クローラーのクロールに対してサイト運営者が取れる手段は次の 2 つに絞られます。

• AI にコンテンツを自由に利用させる

• AI による利用を完全にブロックする

ここに第三の選択肢として、Pay per crawl を加えようというのが Claudflareの狙いです。

Pay per crawl では、AI 企業が運用するクローラーがサイトにアクセスした際に料金を請求し、支払いに同意した場合にクロールを許可します。

支払いへの同意を示さないときは、アクセスを拒否します。

ウェブサイトとクローラーとの間での決済を実行する方法としては、402 Payment Required という HTTP クライアントエラー レスポン スステータスコードが利用されます。

402 Payment Required は、要求の実行には料金の支払いが必要であることをクライアント（ウェブサーバー）がクローラーに通知する技術です。

すずき補足：402 Payment Required はまだ標準化されていない仕様

決済フロー

サイトと AI クローラー間の決済システムは、Cloudflare が管理するのでサイト側での特別な準備は不要です。

AI クローラーのアクセスに対する挙動としてサイト管理者は次の 3 つから 1 つを選択できます。

• 許可 (Allow) : クローラーにコンテンツへの無料アクセスを許可する

• 課金 (Charge) : 設定されたドメイン全体の価格での支払いを要求する。クローラーが Cloudflare との課金関係を持たない場合でも、パブリッシャーは「課金」を選択できる。これはネット

ワークレベルのブロック (HTTP 403 Forbiddenレスポンスでコンテンツが返されない) として機能するが、将来の関係の可能性を示す追加の利点がある

• ブロック (Block) : 支払いオプションなしで、アクセスを完全に拒否します。 サイトは、特定のクローラーの料金を免除したり、この機能外でコンテンツパートナーシップを交渉したりすることも可

能

また、アクセスに対して支払う料金はサイト側が決定できます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.cloudflare.com/paypercrawl-signup/
https://blog.cloudflare.com/introducing-pay-per-crawl/
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/HTTP/Reference/Status/402
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大手 CDN プラットフォームの Cloudflare は、AI クローラーのアクセスに課金する Pay per crawl（ペイ・パー・クロール）という技術の試験導入を発表した。

AIクローラーに課金するPay Per CrawlをCloudflareが試験導入

https://www.suzukikenichi.com/blog/cloudflares-pay-per-crawl-system/

Pay per crawlの課題AIクローラーのアクセスに課金する、言い換えると、AIにる学習データとしてのコンテンツ利用に料金を請求するというのは画期的なアイディアです。しかも、そうした仕組みを自前で準備するのではなく、Cloudflareユーザーであれば簡単に実装できます。しかし課題もあります。AI企業のクローラーが Pay per crawl (402 Payment Required)をサポートする必要があります。Googleや OpenAIといった主要な AI企業が　Cloudflareの Pay per crawlに参画しているかどうかは不明です。サイト側で Pay per crawlを有効にしていても、AIクローラーがサポートしていないと意味をなしません。また、Pay per crawlとは直接関係はないのですが、AIクローラーのクロールを初期設定（新規登録）でブロックするように Cloudflareは仕様を変更しました。AIの学習に利用されても構わないのに拒否する設定になっている状態にユーザーが気付かなければ、LLMの回答や AI検索の結果に含まれなくなる可能性があります。サイト管理者が意図しない事態を招きそうです。なんにせよ、Pay per crawlが革新的な試みなのは確かなことです。無条件で学習データに利用されてしまうのではなく、有償でコンテンツを提供するのはサイト側にも利点があります。AI企業がサポートするかどうかが鍵になるでしょう。

Pay per crawl の課題

AI クローラーのアクセスに課金する、言い換えると、AI にる学習データとしてのコンテンツ利用に料金を請求するというのは画期的なアイディアです。

しかも、そうした仕組みを自前で準備するのではなく、Cloudflare ユーザーであれば簡単に実装できます。

しかし課題もあります。

AI 企業のクローラーが Pay per crawl (402 Payment Required) をサポートする必要があります。

Google や OpenAI といった主要な AI 企業が Cloudflare の Pay per crawl に参画しているかどうかは不明です。

サイト側で Pay per crawl を有効にしていても、AI クローラーがサポートしていないと意味をなしません。

また、Pay per crawl とは直接関係はないのですが、AI クローラーのクロールを初期設定（新規登録）でブロックするように Cloudflare は仕様を変更しました。

AI の学習に利用されても構わないのに拒否する設定になっている状態にユーザーが気付かなければ、LLM の回答や AI 検索の結果に含まれなくなる可能性があります。

サイト管理者が意図しない事態を招きそうです。

なんにせよ、Pay per crawl が革新的な試みなのは確かなことです。

無条件で学習データに利用されてしまうのではなく、有償でコンテンツを提供するのはサイト側にも利点があります。

AI 企業がサポートするかどうかが鍵になるでしょう。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI Mode はフォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能

Google AI Modeを日本語で使う方法

https://www.suzukikenichi.com/blog/how-to-use-ai-mode-in-japanese/

現在、AI Modeは米国とインドの英語でのみ利用できます。しかし、フォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能です。フォローアップ質問は日本語サポートAI Modeでは回答の後に追加質問して、会話を継続できます。

現在、AI Mode は米国とインドの英語でのみ利用できます。

しかし、フォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能です。

フォローアップ質問は日本語サポート

AI Mode では回答の後に追加質問して、会話を継続できます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI Mode はフォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能

Google AI Modeを日本語で使う方法

https://www.suzukikenichi.com/blog/how-to-use-ai-mode-in-japanese/

[Things to do in Tokyo]と AI Modeで英語で質問した後に、「7月のおすすめ」を日本語で追加質問した結果のキャプチャです。💡すずき補足：「Things to do in Tokyo」は直訳すると「東京ですべきこと」だけど、「東京旅行のおすすめ」のようなニュアンス日本語の追加質問に対しては日本語で回答しています。サイドパネルの関連ページは英語サイトからですが、クエリによっては日本語サイトからの場合もあります。

[Things to do in Tokyo] と AI Mode で英語で質問した後に、「7 月のおすすめ」を日本語で追加質問した結果のキャプチャです。

すずき補足：「Things to do in Tokyo」は直訳すると「東京ですべきこと」だけど、「東京旅行のおすすめ」のようなニュアンス

日本語の追加質問に対しては日本語で回答しています。

サイドパネルの関連ページは英語サイトからですが、クエリによっては日本語サイトからの場合もあります。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI Mode はフォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能

Google AI Modeを日本語で使う方法

https://www.suzukikenichi.com/blog/how-to-use-ai-mode-in-japanese/

追加質問からであれば、日本語のほかドイツ語やスペイン語、韓国語などさまざまな言語に対応していました。

追加質問からであれば、日本語のほかドイツ語やスペイン語、韓国語などさまざまな言語に対応していました。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI Mode はフォローアップ質問からだと日本語を含む英語以外の言語でのやり取りが可能

Google AI Modeを日本語で使う方法

https://www.suzukikenichi.com/blog/how-to-use-ai-mode-in-japanese/

関連性のある追加質問だけ追加質問であればなんでもいいというわけではなく、関連している場合だけ英語以外でも回答するようです。「バナナブレッドの簡単レシピ」を（英語で）聞いた後に続けて「おすすめのハンディ扇風機」を（日本語で）提案してもらおうとしても、英語しかサポートしていないとして拒否されます。米国（とインド）という地理的な制限はありますが、少なくとも言語に関しては英語だけという制限は、フォローアップ質問であれば現在でも回避できる状態です。AI Overviewが米国で一般公開された月は 5月でした（2024年）。AI Modeの一般公開も同じ 5月です（2025年）。「AIによる概要」として AI Overivewが日本で一般公開されたのは、3か月後の 8月でした。ひょっとしたら、AIモードの日本展開も意外と早いのではないかと期待（妄想？）が膨らみます。AI Modeを利用できる環境が整っている人は、フォローアップ質問からの日本語利用を試してみてください（初回は英語で、追加質問は関連のある内容でということをお忘れなく）。

関連性のある追加質問だけ

追加質問であればなんでもいいというわけではなく、関連している場合だけ英語以外でも回答するようです。

「バナナブレッドの簡単レシピ」を（英語で）聞いた後に続けて「おすすめのハンディ扇風機」を（日本語で）提案してもらおうとしても、英語しかサポートしていないとして拒否されます。

米国（とインド）という地理的な制限はありますが、少なくとも言語に関しては英語だけという制限は、フォローアップ質問であれば現在でも回避できる状態です。

AI Overview が米国で一般公開された月は 5 月でした（2024 年）。

AI Mode の一般公開も同じ 5 月です（2025年）。

「AI による概要」として AI Overivewが日本で一般公開されたのは、3 か月後の 8 月でした。

ひょっとしたら、AI モードの日本展開も意外と早いのではないかと期待（妄想？）が膨らみます。

AI Mode を利用できる環境が整っている人は、フォローアップ質問からの日本語利用を試してみてください（初回は英語で、追加質問は関連のある内容でということをお忘れなく）。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-expanding-ai-mode-to-india/
https://www.suzukikenichi.com/blog/search-generative-experience-is-renamed-ai-overview-and-made-public/
https://www.suzukikenichi.com/blog/search-generative-experience-is-renamed-ai-overview-and-made-public/
https://www.suzukikenichi.com/blog/advanced-capabilities-coming-to-ai-mode/
https://www.suzukikenichi.com/blog/advanced-capabilities-coming-to-ai-mode/
https://www.suzukikenichi.com/blog/advanced-capabilities-coming-to-ai-mode/
https://www.suzukikenichi.com/blog/advanced-capabilities-coming-to-ai-mode/
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-begins-rolling-out-ai-overviews-in-japan/
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-begins-rolling-out-ai-overviews-in-japan/
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-begins-rolling-out-ai-overviews-in-japan/
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

この記事は、2025年 5月 8日に ipullrankで公開された Francine Monahan氏の「An Introduction to Relevance Engineering: The Future of Search」を翻訳したものです。検索の次なるステージでは、「どんな種類の検索結果にも自然に表示される、関連性の高いコンテンツ」を設計（エンジニアリング）することが求められます。“ ”企業は、生成AIをはじめ、TikTok、Amazon、さらにはアプリストアまで、あらゆるチャネルでの見つけられやすさ＝可視性を確保しなければなりません。“ ”それぞれのチャネルには固有の特徴がありますが、すべてに共通するのが「関連性（Relevance）」です。レリバンスエンジニアリング（検索エンジンやAIにおける可視性をエンジニアリング＝設計課題として扱う手法）は、現代の検索と“ ”AIシステムでの可視性を「最適化」という枠組みではなく、エンジニアリングの問題として扱います。「最適化」ではなく「エンジニアリング」という考え方が適しているのは、何かを調整するよりも、何かを構築しなければならないことが多いからです。それがソフトウェア、コンテンツ、またはインターネット全体での関係であっても、すべてエンジニアリングの一形態として捉えるべきなのです。AI OverviewsからYouTubeのアルゴリズムまで、ほぼすべてのオーガニック検索システムは、視聴時間、滞在時間、離脱率などの行動シグナルに依然として大きく依存しています。しかし、検索結果として表示されるものは変化しています。検索エンジンは今やクエリ（検索語句）をセマンティック（意味的）に展開し、トピッククラスターを活用しています。それでもSEO業界は、時代遅れのフレームワークに戦略を無理やり当てはめ続けています。

この記事は、2025年 5月 8日に ipullrank で公開された Francine Monahan氏の「An Introduction to Relevance Engineering: The Future of Search」を翻訳したものです。

検索の次なるステージでは、「どんな種類の検索結果にも自然に表示される、関連性の高いコンテンツ」を“設計（エンジニアリング）”することが求められます。

企業は、生成AIをはじめ、TikTok、Amazon、さらにはアプリストアまで、あらゆるチャネルでの“見つけられやすさ＝可視性”を確保しなければなりません。

それぞれのチャネルには固有の特徴がありますが、すべてに共通するのが「関連性（Relevance）」です。

レリバンスエンジニアリング（検索エンジンやAIにおける可視性を“エンジニアリング＝設計課題”として扱う手法）は、現代の検索とAIシステムでの可視性を「最適化」という枠組みではなく、エンジニ

アリングの問題として扱います。

「最適化」ではなく「エンジニアリング」という考え方が適しているのは、何かを調整するよりも、何かを構築しなければならないことが多いからです。それがソフトウェア、コンテンツ、またはインター

ネット全体での関係であっても、すべてエンジニアリングの一形態として捉えるべきなのです。

AI OverviewsからYouTubeのアルゴリズムまで、ほぼすべてのオーガニック検索システムは、視聴時間、滞在時間、離脱率などの行動シグナルに依然として大きく依存しています。しかし、検索結

果として表示されるものは変化しています。検索エンジンは今やクエリ（検索語句）をセマンティック（意味的）に展開し、トピッククラスターを活用しています。それでもSEO業界は、時代遅れのフレー

ムワークに戦略を無理やり当てはめ続けています。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://ipullrank.com/blog
https://ipullrank.com/relevance-engineering-introduction
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

ほぼすべての検索が今や生成AIを使用しているため、このエンジニアリングプロセスはどこでも機能します。例えば、YouTubeに関しては、動画内の画像や動画で話されている内容の最適化は、依然としてユーザーインタラクション（視聴時間、離脱率など）に大きく依存しています。これはオーガニック検索の仕組みでもありますが、標準的なSEO作業だけでは十分ではありません。従来型のSEOは、もはや実際には機能しない、また検索エンジンが現在使用していないフレームワークに、すべてを当てはめ、押し込もうとし続けています。これまでの自然検索では、ページ上の特定のキーワードを探して検索結果ページでのランクを決定するため、一部の無関係なコンテンツが高いエンゲージメントを獲得し、良いパフォーマンスを示すことがあります。一方AIは関連性のあるソースから特定の文章やフレーズを探します。そして、それらを見つけるためにサイトの深くまで入り込みます。実際、Google AI Overviewsの引用の82%は深いページから来ています。これは何を意味するのでしょうか？私たちはもはや単にコンテンツを最適化するだけではいけません。エンジニアリングする必要があるのです。レリバンスエンジニアリングとは何か？レリバンスエンジニアリングとは、あらゆる検索環境での可視性を高めるための、技術と理論の融合です。“ ”情報検索（Information Retrieval：大量の情報の中から関連するものを探す技術）、ユーザー体験（UX）、人工知能（AI）、コンテンツ戦略、デジタルPR（広報活動）の交差点にあるこの考え方は、検索のあらゆる局面において役立ちます。言い換えれば、これは会社のブランドを構築し、顧客や見込み客のために役立つコンテンツを作成し、わかりやすく、アクセスしやすく、検索者がリピートしたくなるようなサイトを設計するという、長年にわたるSEO担当者のすべての努力の集大成なのです。

ほぼすべての検索が今や生成AIを使用しているため、このエンジニアリングプロセスはどこでも機能します。

例えば、YouTubeに関しては、動画内の画像や動画で話されている内容の最適化は、依然としてユーザーインタラクション（視聴時間、離脱率など）に大きく依存しています。これはオーガニック検索

の仕組みでもありますが、標準的なSEO作業だけでは十分ではありません。

従来型のSEOは、もはや実際には機能しない、また検索エンジンが現在使用していないフレームワークに、すべてを当てはめ、押し込もうとし続けています。

これまでの自然検索では、ページ上の特定のキーワードを探して検索結果ページでのランクを決定するため、一部の無関係なコンテンツが高いエンゲージメントを獲得し、良いパフォーマンスを示すこ

とがあります。一方AIは関連性のあるソースから特定の文章やフレーズを探します。そして、それらを見つけるためにサイトの深くまで入り込みます。実際、Google AI Overviewsの引用の82%は

深いページから来ています。

これは何を意味するのでしょうか？私たちはもはや単にコンテンツを最適化するだけではいけません。エンジニアリングする必要があるのです。

レリバンスエンジニアリングとは何か？

レリバンスエンジニアリングとは、あらゆる検索環境での“可視性”を高めるための、技術と理論の融合です。

情報検索（Information Retrieval：大量の情報の中から関連するものを探す技術）、ユーザー体験（UX）、人工知能（AI）、コンテンツ戦略、デジタルPR（広報活動）の交差点にあるこの考え方は、

検索のあらゆる局面において役立ちます。

言い換えれば、これは会社のブランドを構築し、顧客や見込み客のために役立つコンテンツを作成し、わかりやすく、アクセスしやすく、検索者がリピートしたくなるようなサイトを設計するという、長年

にわたるSEO担当者のすべての努力の集大成なのです。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

これまで私たちが「良きWebサイト」を作るためにやってきた事の延長線上に、レリバンスエンジニアリングはあります。生成AIを活用した検索（AI Overviews、Perplexity、Geminiなど）の登場により、検索は今や「クリック不要の回答セットをその場で提供する」形に進化しています（これを強化版スニペットと呼ぶ人もいます）。“ ”これはSEOの日常的な仕事と生活にどのような影響を与えるのでしょうか？典型的な過去のSEO思考を変える必要があります。ページタイトルやH1タグでキーワードを使用し、常により多くのリンクを構築するといった要素は、生成AI環境では重要ではありません。あなたが実際に行っていることが針を動かすかどうかを検証するために、より技術的な理解が必要です。レリバンスエンジニアリングは、関連性を定量的で測定可能なものに変えます。SEOはしばしば曖昧な情報や、Google検索の仕組みについて研究している誰かの意見を参考に実施されますが、レリバンスエンジニアリングは、検索へのより科学的なアプローチ方法です。しかし、レリバンス（関連性）は主観的ではないため、私たちのツールにはレリバンススコア（関連性を測る指標）が必要です。会話型検索（Conversational Search）は主に関連性を重視し、数学的にスコア付けできます。

これまで私たちが「良きWebサイト」を作るためにやってきた事の延長線上に、レリバンスエンジニアリングはあります。

生成AIを活用した検索（AI Overviews、Perplexity、Geminiなど）の登場により、検索は今や「クリック不要の回答セットをその場で提供する」形に進化しています（これを“強化版スニペット”と

呼ぶ人もいます）。

これはSEOの日常的な仕事と生活にどのような影響を与えるのでしょうか？典型的な過去のSEO思考を変える必要があります。ページタイトルやH1タグでキーワードを使用し、常により多くのリン

クを構築するといった要素は、生成AI環境では重要ではありません。あなたが実際に行っていることが針を動かすかどうかを検証するために、より技術的な理解が必要です。

レリバンスエンジニアリングは、関連性を定量的で測定可能なものに変えます。

SEOはしばしば曖昧な情報や、Google検索の仕組みについて研究している誰かの意見を参考に実施されますが、レリバンスエンジニアリングは、検索へのより科学的なアプローチ方法です。

しかし、レリバンス（関連性）は主観的ではないため、私たちのツールにはレリバンススコア（関連性を測る指標）が必要です。

会話型検索（Conversational Search）は主に関連性を重視し、数学的にスコア付けできます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

従来の検索と同様に、検索クエリと関連する文章のつながり（文書）を「多次元ベクトル空間（Multidimensional Vector Space）※」にプロット（配置）し、文書ベクトルがクエリベクトルに近いほど、関連性が高くなります。※SEOJapan補足：「多次元ベクトル空間」検索語と文章の内容をそれぞれ「地図の上の点」のように配置し、その距離の近さで関連度を測る仕組みのこと（これをベクトル空間と呼びます）。「意味が似ているほど近くに置かれる」ことで、“ ”AIが「この文章はこの質問にピッタリだ」と判断できる。

従来の検索と同様に、検索クエリと関連する文章のつながり（文書）を「多次元ベクトル空間（Multidimensional Vector Space）※」にプロット（配置）し、文書ベクトルがクエリベクトルに近いほど、

関連性が高くなります。

※SEOJapan補足：「多次元ベクトル空間」

検索語と文章の内容をそれぞれ「地図の上の点」のように配置し、その距離の近さで関連度を測る仕組みのこと（これを“ベクトル空間”と呼びます）。「意味が似ているほど近くに置かれる」ことで、AIが「この文章はこの質問に

ピッタリだ」と判断できる。

HubSpotが2005年に「インバウンドマーケティング」という言葉を作ったとき、彼らは孤立して機能すると考えられることが多

いチャネル（ブログ、SNS,メールなど）を常に連携させるべきであると提唱しました。

同じように、私たちも「レリバンスエンジニアリング（関連性設計）」という新しい枠組みを提示し、それに取り組む人々は、複数の専

門分野にまたがってスキルを高めていくことが求められています。

これまでのSEOの専門家たちは、ベストプラクティスには詳しく、検索エンジンの「熟練ユーザー」ではありました。しかし、現在の

「SEO」という言葉は非常にあいまいで、Googleが新しく発表した技術や概念は、すべて自動的に「SEOの仕事」に分類されてし

まう傾向があります。

そのため、レリバンスエンジニアリングは、従来のSEOを超えて、情報検索・UX・AI・コンテンツ戦略・デジタルPRなど複数の領域

を横断した新しいフレームワークとして位置づけられるのです。

また、レリバンスエンジニアリングは、コンテンツをマーケティング戦術ではなく科学的システムの一部として扱い、品質をその中核

的方法論に組み込みます。

SEO業界で多くの人が「コンテンツ戦略」と呼ぶものは、実際には理論上だけで組み立てられ、実務には落とし込まれない複雑な計

画にとどまることがしばしば見受けられます。

これに対して、レリバンスエンジニアリングは、すべての作業が明確な目的のもとに機能するようなワークフローを取り入れていま

す。そして、これまで行き当たりばったりで進められてきたプロセスに、工学的な規律と科学的な厳密さをもたらすのです。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

具体的には：情報は、ユーザーにとって直感的に理解できるような構造で整理されますコンテンツに関する意思決定は、測定可能な目標に基づいて行われます成果は、個人的な印象ではなく、体系的に分析されます成功パターンは再現可能であり、拡張することができますEEAT時代のレリバンスエンジニアリングレリバンスエンジニアリングは、コンテンツの可視性を高めるための、構造的かつAIを活用した新たなアプローチです。前述のとおり、この手法は【ユーザーエクスペリエンス】、【人工知能（AI）】、【コンテンツ戦略】、【デジタル】PR、【 】SEO、そして場合によっては【オーディエンス調査】といった複数の分野を統合し、ユーザーの期待と検索エンジンの評価基準の両方に沿ったコンテンツを設計していきます。なお、オーディエンス調査がすべての最適化に必須というわけではありませんが、多くのSEO実務者が軽視しがちな非常に重要な要素です。なぜなら、ユーザーの意図を正確に理解することが、真の意味での「関連性（レリバンス）」を実現する上で不可欠だからです。Googleが重視しているEEAT（Experience, Expertise, Authoritativeness, Trustworthiness：経験・専門性・権威性・信頼性）の観点からも、レリバンスエンジニアリングの手法は、単なるキーワードマッチングを超えた次元へと進化しています。Googleは、ベクトル埋め込み（vector embeddings ≒）と呼ばれる技術を用いて、著者・ウェブサイト・エンティティ（明確に識別可能な情報の単位）などのレベルで評価指標を測定し、各ページがユーザーの期待にどの程度応えているかを数値的に判断しています。たとえば、スニーカーに特化したサイトが、突然バナナに関するコンテンツを掲載し始めた場合、サイトのテーマに一貫性がなくなり、それは「フォーカスの薄さ」として認識され、検索エンジンから「無関係な情報源」とみなされるおそれがあります。同様に、戦略の裏付けもないままAI生成コンテンツに過度に依存すると、Googleのアルゴリズムからネガティブな評価を受ける可能性があります。ここで誤解してはならないのは、EEATが単に「著者の経歴」を評価する仕組みではないということです。実際、Googleはウェブ上に存在する著者の情報をモデル化し、各著者に対してベクトルを作成。それを使って、他の著者と相対的に比較しようとしています。

具体的には：

• 情報は、ユーザーにとって直感的に理解できるような構造で整理されます

• コンテンツに関する意思決定は、測定可能な目標に基づいて行われます

• 成果は、個人的な印象ではなく、体系的に分析されます

• 成功パターンは再現可能であり、拡張することができます

EEAT時代のレリバンスエンジニアリング

レリバンスエンジニアリングは、コンテンツの可視性を高めるための、構造的かつAIを活用した新たなアプローチです。前述のとおり、この手法は【ユーザーエクスペリエンス】、【人工知能（AI）】、【コン

テンツ戦略】、【デジタルPR】、【SEO】、そして場合によっては【オーディエンス調査】といった複数の分野を統合し、ユーザーの期待と検索エンジンの評価基準の両方に沿ったコンテンツを設計してい

きます。

なお、オーディエンス調査がすべての最適化に必須というわけではありませんが、多くのSEO実務者が軽視しがちな非常に重要な要素です。なぜなら、ユーザーの意図を正確に理解することが、真の

意味での「関連性（レリバンス）」を実現する上で不可欠だからです。

Googleが重視しているEEAT（Experience, Expertise, Authoritativeness, Trustworthiness：経験・専門性・権威性・信頼性）の観点からも、レリバンスエンジニアリングの手法は、単な

るキーワードマッチングを超えた次元へと進化しています。Googleは、ベクトル埋め込み（vector embeddings）と呼ばれる技術を用いて、著者・ウェブサイト・エンティティ（≒明確に識別可能な

情報の単位）などのレベルで評価指標を測定し、各ページがユーザーの期待にどの程度応えているかを数値的に判断しています。

たとえば、スニーカーに特化したサイトが、突然バナナに関するコンテンツを掲載し始めた場合、サイトのテーマに一貫性がなくなり、それは「フォーカスの薄さ」として認識され、検索エンジンから「無関

係な情報源」とみなされるおそれがあります。同様に、戦略の裏付けもないままAI生成コンテンツに過度に依存すると、Googleのアルゴリズムからネガティブな評価を受ける可能性があります。

ここで誤解してはならないのは、EEATが単に「著者の経歴」を評価する仕組みではないということです。実際、Googleはウェブ上に存在する著者の情報をモデル化し、各著者に対してベクトルを作

成。それを使って、他の著者と相対的に比較しようとしています。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

さらに、Googleはウェブサイト単位でもベクトルを生成します。これは、サイト内の各ページをベクトル化し、それらを平均してサイト全体のベクトルを導き出すという方法です。著者に対しても同じ処理が行われ、彼らが書いた全コンテンツを収集し、そのアウトプット全体をベクトル平均で表現するのです。もちろん、著者紹介ページそのものが無価値というわけではありません。特定の人物として他の執筆者と差別化を図るうえでは、有効に働きます。しかし、本質的な価値は「特定のトピックについて十分な量のコンテンツを書いているかどうか」にあります。たとえば100本の記事のうち60本がSEOについて書かれていれば、数学的に見てその著者は「SEOの専門家」と分類されるわけです。EEATという言葉は非常に抽象的であり、Googleが実際に行っていることの全体像を表している一方で、SEO業界ではこの概念の理解が単純化されすぎており、かえって誤解の温床になっています。もともとSEOは、技術的な仕組みを理解するウェブマスターや開発者たちの領域でしたが、最近ではテクニカルSEOやリンクビルディング、コンテンツSEOといった細分化された専門分野が生まれた結果、検索エンジンの仕組みを包括的に理解していない人が増えています。こうした分断は、レリバンスエンジニアリングの領域では起こりません。レリバンスエンジニアリングでは、AIによる分析を活用し、コンテンツ戦略を実行する前の段階で、その施策が成功するかどうかを予測します。これは、Googleが内部で関連性を評価するために使用している可能性のあるロジックに似ており、公開されているツールを通じて実用的にも活用可能です。たとえば、ターゲットトピックとのコサイン類似度（cosine similarity）※が低いコンテンツを公開したり、トピック的に整合性のないサイトからの被リンクを追求したりするようなことは、もはや行わないでしょう。このようなデータ主導型のアプローチは、これまでのSEOが依存してきた推測や経験則を最小限にとどめ、マーケターがより精密に、そして確実に成果を得られるよう最適化を進めていくための道を開きます。“ ” “ ”※SEOJapan補足：「コサイン類似度」「コサイン類似度」とは、「２つのベクトルがどの程度同じ方向を向いているか」を角度で測る指標のこと。自然言語処理の分野では、単語や文章の意味の近さを数値化する際に用いられる。は悪化してGoogle検索いるのか？ドイツの研究者たちが、1年にわたるGoogle検索の縦断的調査を行った結果、アフィリエイトマーケティングを主目的としたSEOコンテンツが検索体験を悪化させているという実態が明らかになりました。

さらに、Googleはウェブサイト単位でもベクトルを生成します。これは、サイト内の各ページをベクトル化し、それらを平均してサイト全体のベクトルを導き出すという方法です。著者に対しても同じ処

理が行われ、彼らが書いた全コンテンツを収集し、そのアウトプット全体をベクトル平均で表現するのです。

もちろん、著者紹介ページそのものが無価値というわけではありません。特定の人物として他の執筆者と差別化を図るうえでは、有効に働きます。しかし、本質的な価値は「特定のトピックについて十

分な量のコンテンツを書いているかどうか」にあります。たとえば100本の記事のうち60本がSEOについて書かれていれば、数学的に見てその著者は「SEOの専門家」と分類されるわけです。

EEATという言葉は非常に抽象的であり、Googleが実際に行っていることの全体像を表している一方で、SEO業界ではこの概念の理解が単純化されすぎており、かえって誤解の温床になっていま

す。もともとSEOは、技術的な仕組みを理解するウェブマスターや開発者たちの領域でしたが、最近ではテクニカルSEOやリンクビルディング、コンテンツSEOといった細分化された専門分野が生ま

れた結果、検索エンジンの仕組みを包括的に理解していない人が増えています。こうした分断は、レリバンスエンジニアリングの領域では起こりません。

レリバンスエンジニアリングでは、AIによる分析を活用し、コンテンツ戦略を実行する前の段階で、その施策が成功するかどうかを予測します。これは、Googleが内部で関連性を評価するために使用

している可能性のあるロジックに似ており、公開されているツールを通じて実用的にも活用可能です。

たとえば、ターゲットトピックとのコサイン類似度（cosine similarity）※が低いコンテンツを公開したり、トピック的に整合性のないサイトからの被リンクを追求したりするようなことは、もはや行わ

ないでしょう。このようなデータ主導型のアプローチは、これまでのSEOが依存してきた“推測”や“経験則”を最小限にとどめ、マーケターがより精密に、そして確実に成果を得られるよう最適化を進

めていくための道を開きます。

※SEOJapan補足：「コサイン類似度」

「コサイン類似度」とは、「２つのベクトルがどの程度同じ方向を向いているか」を角度で測る指標のこと。自然言語処理の分野では、単語や文章の意味の近さを数値化する際に用いられる。

は悪化して

Google検索いるのか？

ドイツの研究者たちが、1年にわたるGoogle検索の縦断的調査を行った結果、アフィリエイトマーケティングを主目的としたSEOコンテンツが検索体験を悪化させているという実態が明らかになり

ました。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://downloads.webis.de/publications/papers/bevendorff_2024a.pdf
https://downloads.webis.de/publications/papers/bevendorff_2024a.pdf
https://downloads.webis.de/publications/papers/bevendorff_2024a.pdf
https://downloads.webis.de/publications/papers/bevendorff_2024a.pdf
https://downloads.webis.de/publications/papers/bevendorff_2024a.pdf
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レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

この種のコンテンツは、ユーザーの役に立つかどうかよりも、お金を稼げるかどうか（マネタイズ）を優先して作られているのが特徴です。研究によれば、現在の検索結果の多くは、ユーザーにとって本当に有益かどうかよりも、検索順位を上げることだけを目的に作られた商業的に最適化されたコンテンツに占められているとのことです。Googleとしては、高品質で関連性のあるコンテンツと、単にトラフィックを集めるだけのページを見分ける必要があります。Googleは「人間のために作られたAI生成コンテンツなら問題ない」と公言していますが、実際には良い“AIコンテンツと悪い” “AIコンテンツを大量に区別することが非常に難しいという課題があります。従来型のランキングシグナル（被リンクなど）も依然として使われていますが、「ユーザーが検索体験を成功と感じたかどうか」などの行動指標が、品質を評価するうえでますます重要になってきています。”とはいえ、GoogleがAI生成コンテンツを検出する試みは、まだまだ信頼性に欠けています。たとえばOpenAIは、かつて提供していたAIテキスト検出ツールをわずか25％の精度しかなかったために撤廃しました。他の類似ツールも、本物の文章をAIと誤判定したり、AI文書を見逃したりするといった誤検出が頻発しています。この不確かさのせいで、実際には学生のレポートがAI検出ツールにかけられて「AIが書いたもの」と誤って判断されてしまう事例も起きています。AIによるコンテンツ生成の検出は今も大きな課題であり、モデルが進化するスピードに対して、検出手法はすぐに陳腐化してしまいます。こうした問題に対応するには、GoogleはAI検出のみに頼るのではなく、もっと多層的で頑健な評価手法に進化させていく必要があります。検索品質を維持するには、低品質なコンテンツを正しくフィルターし、ユーザーのニーズに合ったコンテンツを正確に見極めることが求められています。その一環としてGoogleは、検索品質評価ガイドラインを更新し、スパムの定義を拡大しました。これにより、いわゆる「低品質コンテンツ」や、誤解を招いたり誇張された主張を含むページに対しても、価値の低いコンテンツとして対応できるようになりました。

この種のコンテンツは、ユーザーの役に立つかどうかよりも、お金を稼げるかどうか（マネタイズ）を優先して作られているのが特徴です。研究によれば、現在の検索結果の多くは、ユーザーにとって

本当に有益かどうかよりも、検索順位を上げることだけを目的に作られた商業的に最適化されたコンテンツに占められているとのことです。

Googleとしては、高品質で関連性のあるコンテンツと、単にトラフィックを集めるだけのページを見分ける必要があります。

Googleは「人間のために作られたAI生成コンテンツなら問題ない」と公言していますが、実際には“良いAIコンテンツ”と“悪いAIコンテンツ”を大量に区別することが非常に難しいという課題があり

ます。従来型のランキングシグナル（被リンクなど）も依然として使われていますが、「ユーザーが検索体験を成功と感じたかどうか」などの行動指標が、品質を評価するうえでますます重要になってき

ています。

とはいえ、GoogleがAI生成コンテンツを検出する試みは、まだまだ信頼性に欠けています。たとえばOpenAIは、かつて提供していたAIテキスト検出ツールをわずか25％の精度しかなかったため

に撤廃しました。他の類似ツールも、本物の文章をAIと誤判定したり、AI文書を見逃したりするといった誤検出が頻発しています。

この不確かさのせいで、実際には学生のレポートがAI検出ツールにかけられて「AIが書いたもの」と誤って判断されてしまう事例も起きています。AIによるコンテンツ生成の検出は今も大きな課題

であり、モデルが進化するスピードに対して、検出手法はすぐに陳腐化してしまいます。

こうした問題に対応するには、GoogleはAI検出のみに頼るのではなく、もっと多層的で頑健な評価手法に進化させていく必要があります。検索品質を維持するには、低品質なコンテンツを正しく

フィルターし、ユーザーのニーズに合ったコンテンツを正確に見極めることが求められています。

その一環としてGoogleは、検索品質評価ガイドラインを更新し、スパムの定義を拡大しました。これにより、いわゆる「低品質コンテンツ」や、誤解を招いたり誇張された主張を含むページに対しても、

価値の低いコンテンツとして対応できるようになりました。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://searchengineland.com/google-quality-raters-content-ai-generated-454161
https://searchengineland.com/google-quality-raters-content-ai-generated-454161
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レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

構造化データの重要性検索エンジンがAIや機械学習への依存を強める中で、構造化データの役割はこれまで以上に重要になっています。構造化データは、検索エンジンが情報を理解・分類・関連付けしやすくするための仕組みであり、コンテンツをユーザーにとってよりアクセスしやすく、関連性のあるものにする手助けをします。データを機械が読み取れる形式で整理することで、企業は検索結果や音声検索、さらにはAIによって強化されたあらゆる体験において、自社の可視性を高めることができます。最近の技術進展により、構造化データはAIと並行して進化していることが明らかになってきました。特に、ナレッジグラフ（Knowledge Graph）※と大規模言語モデル（Large Language Models：LLM）を統合する以下の3つの新しいモデルの登場が注目されています。※SEOJapan補足：「SEOにおけるナレッジグラフ」SEOにおける「ナレッジグラフ」とは、Googleなどの検索エンジンがウェブ上の情報を「人・場所・物事」などの実体（エンティティ）として整理・理解し、それらの関係性を構造化してデータベース化したものを指します。“ ”参考：ナレッジグラフとは？3分で分かるナレッジグラフ講座この多層構造のシステムでは、LLMとナレッジグラフが動的に連携しながら、それぞれの強みを活かして知識の検索精度や推論力を高めていきます。このように、構造化データを活用することは、検索可視性の向上だけでなく、AI主導の検索環境におけるコンテンツの将来性を保証することにもつながります。Googleの検索アルゴリズムが今後さらにLLMを取り入れていく中で、構造化データはコンテンツを正確に解釈し、文脈的に適切に処理するための鍵となるでしょう。

構造化データの重要性

検索エンジンがAIや機械学習への依存を強める中で、構造化データの役割はこれまで以上に重要になっています。構造化データは、検索エンジンが情報を理解・分類・関連付けしやすくするための仕

組みであり、コンテンツをユーザーにとってよりアクセスしやすく、関連性のあるものにする手助けをします。

データを機械が読み取れる形式で整理することで、企業は検索結果や音声検索、さらにはAIによって強化されたあらゆる体験において、自社の可視性を高めることができます。

最近の技術進展により、構造化データはAIと並行して進化していることが明らかになってきました。特に、ナレッジグラフ（Knowledge Graph）※と大規模言語モデル（Large Language 

Models：LLM）を統合する以下の3つの新しいモデルの登場が注目されています。

※SEOJapan補足：「SEOにおけるナレッジグラフ」

SEOにおける「ナレッジグラフ」とは、Googleなどの検索エンジンがウェブ上の情報を「人・場所・物事」などの“実体（エンティティ）”として整理・理解し、それらの関係性を構造化してデータベース化したものを指します。

参考：ナレッジグラフとは？3分で分かるナレッジグラフ講座

この多層構造のシステムでは、LLMとナレッジグラフが動的に連携しながら、それぞれの強みを活かして知識の検索精度や推論力を高めていきます。

このように、構造化データを活用することは、検索可視性の向上だけでなく、AI主導の検索環境におけるコンテンツの将来性を保証することにもつながります。Googleの検索アルゴリズムが今後さ

らにLLMを取り入れていく中で、構造化データはコンテンツを正確に解釈し、文脈的に適切に処理するための鍵となるでしょう。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://seojapan.com/column/knowledge-graph-in-3min/
https://seojapan.com/column/knowledge-graph-in-3min/
https://seojapan.com/column/knowledge-graph-in-3min/


19

AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

関連性を設計するという考え方自社ブランドのコンテンツをより目立たせ、AIと対立するのではなく協調して機能させるためには、他にもさまざまな工夫があります。Googleは約10年前、ハミングバード（Hummingbird）アップデートによって検索エンジンの仕組みを「語彙的検索（lexical search）」から「意味的検索（semantic search）」へと転換しました。しかし、それ以降の多くのSEOソフトウェアはこの変化に追いついていません。語彙的検索とは、単語の出現や分布をカウントするモデルです。一方で意味的検索は、言葉の「意味」を捉えることを重視しています。この意味的検索の基盤となったのが、Word2Vec（単語の意味をベクトルで表現する手法）です。

関連性を設計するという考え方

自社ブランドのコンテンツをより目立たせ、AIと対立するのではなく協調して機能させるためには、

他にもさまざまな工夫があります。

Googleは約10年前、ハミングバード（Hummingbird）アップデートによって検索エンジンの仕組みを

「語彙的検索（lexical search）」から「意味的検索（semantic search）」へと転換しました。

しかし、それ以降の多くのSEOソフトウェアはこの変化に追いついていません。

語彙的検索とは、単語の出現や分布をカウントするモデルです。

一方で意味的検索は、言葉の「意味」を捉えることを重視しています。

この意味的検索の基盤となったのが、Word2Vec（単語の意味をベクトルで表現する手法）です。

構造化データの活用により、企業は従来の検索における可視性向上だけでなく、AIを活用した新しい検索環境に

おいても競争力のあるコンテンツを提供し続けることが可能になります。Googleの検索アルゴリズムが今後ま

すますLLMとの統合を進めていく中で、構造化データは、コンテンツを正しく解釈し、文脈的に関連性があること

を保証する上で、さらに重要な役割を果たすようになるでしょう。

語彙的検索対セマンティック検索

https://ipullrank.com/google-algo-leak


20

AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

フラグル（Fraggles）の重要性AI Overviews（GoogleなどのAIが生成する検索結果の要約）に表示されるための鍵となるのが、フラグル（fraggles）と呼ばれる要素です。フラグルとは、AI Overviewsを構成する断片的な文章のことを指します。たとえば、検索結果（SERP）内のAI Overviewsには、Webサイトから切り出されたフレーズ（フラグル）が使われています。あなたのWebサイト上のコンテンツが、特定の質問に対するシンプルで分かりやすいフレーズとして整理されている場合、それがAI Overviewsに採用される可能性が高まります。

フラグル（Fraggles）の重要性

AI Overviews（GoogleなどのAIが生成する検索結果の要約）に表示されるための鍵となるのが、フラグル（fraggles）と呼ばれる要素です。フラグルとは、AI Overviewsを構成する断片的な

文章のことを指します。

たとえば、検索結果（SERP）内のAI Overviewsには、Webサイトから切り出されたフレーズ（フラグル）が使われています。

あなたのWebサイト上のコンテンツが、特定の質問に対するシンプルで分かりやすいフレーズとして整理されている場合、それがAI Overviewsに採用される可能性が高まります。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

コンテンツの関連性を高めるためのセマンティック提案AI検索において表示される可能性を高めるために、以下のようにコンテンツを構造化することが効果的です。コンテンツを意味単位で明確に構造化する内容を明確に定義されたトピックごとに、簡潔な段落やセクションに分けましょう。長すぎる段落は複数のアイデアを混在させ、ベクトル化された意味が曖昧になります。通常、〜50 150語程度の短い段落が、意味的に明確なアイデアを捉えやすくなります。また、見出しや小見出しを使ってセクションを区切ることも重要です。意味的3要素「主語-述語-目的語」の明確な文構造を使用する埋め込みモデル（embedding model）は、コンテンツ内に明示された関係性をもとに意味を捉えるため、こうした文構造は検索精度や関連性の向上に効果的です。豊富な文脈キーワードやエンティティを組み込む関連するキーワードや同義語、実在のエンティティ（固有名詞・概念など）を積極的に明示しましょう。これにより、検索でのヒット率や引用される可能性が高まります。独自で高度に特化した、または限定的なインサイトを提供するオリジナルのデータや独自視点の情報は、あなたのページが信頼性の高い情報源として引用される可能性を高めます。曖昧な表現を避けるはっきりとしたシンプルな文章は、ノイズを減らし、検索精度の向上に繋がります。SEOの未来はレリバンスエンジニアリングへ検索技術が進化する中で、レリバンスエンジニアリングは、コンテンツがユーザーの意図と検索エンジンの評価基準の両方に合致することを保証するために不可欠なアプローチとなっています。EEATの重視、AIによるコンテンツ生成、構造化データの普及といった潮流は、推測に頼るSEOから、科学的かつデータに基づいたSEOへと移行する必要性を示しています。一方で、検索品質の低下に対する懸念も残っています。たとえば、SEO主導のアフィリエイトコンテンツの増加や、AIによる「ハルシネーション情報」、そしてAI生成コンテンツの検出の難しさといった問題です。

コンテンツの関連性を高めるためのセマンティック提案

AI検索において表示される可能性を高めるために、以下のようにコンテンツを構造化することが効果的です。

コンテンツを意味単位で明確に構造化する

内容を明確に定義されたトピックごとに、簡潔な段落やセクションに分けましょう。長すぎる段落は複数のアイデアを混在させ、ベクトル化された意味が曖昧になります。通常、50〜150語程度の短

い段落が、意味的に明確なアイデアを捉えやすくなります。また、見出しや小見出しを使ってセクションを区切ることも重要です。

意味的3要素「主語-述語-目的語」の明確な文構造を使用する

埋め込みモデル（embedding model）は、コンテンツ内に明示された関係性をもとに意味を捉えるため、こうした文構造は検索精度や関連性の向上に効果的です。

豊富な文脈キーワードやエンティティを組み込む

関連するキーワードや同義語、実在のエンティティ（固有名詞・概念など）を積極的に明示しましょう。これにより、検索でのヒット率や引用される可能性が高まります。

独自で高度に特化した、または限定的なインサイトを提供する

オリジナルのデータや独自視点の情報は、あなたのページが信頼性の高い情報源として引用される可能性を高めます。

曖昧な表現を避ける

はっきりとしたシンプルな文章は、ノイズを減らし、検索精度の向上に繋がります。

SEOの未来はレリバンスエンジニアリングへ

検索技術が進化する中で、レリバンスエンジニアリングは、コンテンツがユーザーの意図と検索エンジンの評価基準の両方に合致することを保証するために不可欠なアプローチとなっています。

EEATの重視、AIによるコンテンツ生成、構造化データの普及といった潮流は、推測に頼るSEOから、科学的かつデータに基づいたSEOへと移行する必要性を示しています。

一方で、検索品質の低下に対する懸念も残っています。たとえば、SEO主導のアフィリエイトコンテンツの増加や、AIによる「ハルシネーション情報」、そしてAI生成コンテンツの検出の難しさといった

問題です。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AI時代の検索対策では、最適化ではなく関連性の高いコンテンツを技術的に設計する「レリバンスエンジニアリング」が重要になる。

レリバンスエンジニアリング入門：検索の未来

https://seojapan.com/column/column-14753/

一方で、検索品質の低下に対する懸念も残っています。たとえば、SEO主導のアフィリエイトコンテンツの増加や、AIによる「ハルシネーション情報」、そしてAI生成コンテンツの検出の難しさといった問題です。Googleは、こうした課題に対応するために、従来のランキングシグナルに加え、ユーザーのエンゲージメント（検索体験が成功したかどうか）や構造化された知識に基づいて、より高度な評価指標を導入しつつあります。SEOJapan編集部より：Webサイトをより良いものにするために、目指すべきゴールや本質はこれまでと変わっていません。その過程として意識すべきものが「レリバンスエンジニアリング」として、言語化されたと捉えられます。また、再現性の高いフレームワークが出来上がるということは、この先にコモディティ化が待っているということでもあります。AI時代において、我々SEO担当者は新しいフレームワークに適応し、実践する能力が求められます。

一方で、検索品質の低下に対する懸念も残っています。たとえば、SEO主導のアフィリエイトコンテンツの増加や、AIによる「ハルシネーション情報」、そしてAI生成コンテンツの検出の難しさといった

問題です。

Googleは、こうした課題に対応するために、従来のランキングシグナルに加え、ユーザーのエンゲージメント（検索体験が成功したかどうか）や構造化された知識に基づいて、より高度な評価指標を

導入しつつあります。

SEOJapan編集部より：Webサイトをより良いものにするために、目指すべきゴールや本質はこれまでと変わっていません。その過程として意識すべきものが「レリバンスエンジニアリング」として、言語化されたと捉えられます。

また、再現性の高いフレームワークが出来上がるということは、この先にコモディティ化が待っているということでもあります。

AI時代において、我々SEO担当者は新しいフレームワークに適応し、実践する能力が求められます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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ChatGPT search が、その主要な外部検索エンジンを Bing から Google へと密かに移行した可能性が高い。

ChatGPTが外部検索エンジンをBingからGoogleに変更か？

https://www.suzukikenichi.com/blog/a-study-found-that-chatgpt-now-pulls-web-data-from-google-instead-of-bing/

ChatGPTがウェブ検索を実行する ChatGPT searchが、その主要な外部検索エンジンを Bingから Googleへと密かに移行したに違いないと、Alexis Rylko（アレクシス・リルコ）氏は自身の調査から結論づけました。複数の証拠がこの変更が既に発生したことを示唆しています。証拠 1：検索結果とスニペットの分析リルコ氏の調査の中核は、検索結果の直接比較でした。URLの重複率「vacances en Sicile」（シチリアでの休暇）というクエリに対し、GPT searchの情報源と Bingのトップ10結果との類似性はわずか 30%でした。対照的に、同じクエリに対する Googleのトップ 10の結果との類似性は 90%でした。このような Google検索結果との高い相関性は、「Rachat de crédit」（クレジットの買い戻し）の84.3%や「Comment nettoyer un four」（オーブンの掃除方法）の 86%など、他のクエリでも一貫して見られました。スニペットの一致GPT searchのデータに含まれる検索結果に付随するテキストスニペットは、Googleが表示するものと同一でした。ところが、同じページやクエリに対しては Bingが表示するスニペットとは異なっていることが判明しました。証拠 2：技術的証拠データに含まれる技術的な詳細も Googleとの関連性を裏付けています。タイムスタンプChatGPT searchのデータには Unix時間が含まれています。このタイムスタンプを変換すると、Googleの対応する検索結果に表示される公開日と正確に一致します。たとえば、タイムスタンプ 1725408000.0は 2024年 9月 4日に変換され、これは Googleの検索結果に表示された日付と同じでした。

ChatGPT がウェブ検索を実行する ChatGPT search が、その主要な外部検索エンジンを Bing から Google へと密かに移行したに違いないと、Alexis Rylko（アレクシス・リルコ）氏は自身

の調査から結論づけました。

複数の証拠がこの変更が既に発生したことを示唆しています。

証拠 1：検索結果とスニペットの分析

リルコ氏の調査の中核は、検索結果の直接比較でした。

URLの重複率

「vacances en Sicile」（シチリアでの休暇）というクエリに対し、GPT search の情報源と Bing のトップ10結果との類似性はわずか 30% でした。

対照的に、同じクエリに対する Google のトップ 10 の結果との類似性は 90% でした。

このような Google 検索結果との高い相関性は、「Rachat de crédit」（クレジットの買い戻し）の84.3% や「Comment nettoyer un four」（オーブンの掃除方法）の 86% など、他のクエリ

でも一貫して見られました。

スニペットの一致

GPT search のデータに含まれる検索結果に付随するテキストスニペットは、Google が表示するものと同一でした。

ところが、同じページやクエリに対しては Bing が表示するスニペットとは異なっていることが判明しました。

証拠 2：技術的証拠

データに含まれる技術的な詳細も Google との関連性を裏付けています。

タイムスタンプ

ChatGPT search のデータには Unix 時間が含まれています。

このタイムスタンプを変換すると、Google の対応する検索結果に表示される公開日と正確に一致します。

たとえば、タイムスタンプ 1725408000.0 は 2024 年 9 月 4 日に変換され、これは Google の検索結果に表示された日付と同じでした。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.suzukikenichi.com/blog/openai-introducing-chatgpt-search/
https://newsletter.alekseo.com/p/searchgpt-bing-google
https://newsletter.alekseo.com/p/searchgpt-bing-google
https://newsletter.alekseo.com/p/searchgpt-bing-google
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ChatGPT search が、その主要な外部検索エンジンを Bing から Google へと密かに移行した可能性が高い。

ChatGPTが外部検索エンジンをBingからGoogleに変更か？

https://www.suzukikenichi.com/blog/a-study-found-that-chatgpt-now-pulls-web-data-from-google-instead-of-bing/

URLパラメータGoogleマーチャントセンターに関連するトラッキングパラメータの ?srsltid=が、ChatGPT searchが引用する URLに頻繁に見られます。Googleのオーガニック検索結果に表示されている URLを ChatGPT searchがそのまま取得しているために、こうした状況が起こると考えられます。証拠 3：GoogleインデックスへのアクセスGoogleのインデックス作成能力を ChatGPT searchが活用していると思われる証拠も見つかりました。 コンテンツの更新ChatGPT単体ではウェブページのコンテンツの変更をリアルタイムで認識できません。その代わりに、Googleによって直近にインデックスされたバージョンのページを認識しており、これはライブクロールではなくインデックスに問い合わせていることを示しています。JavaScriptのレンダリングChatGPTを含む多くの AIクローラーは JavaScriptをレンダリングできません。一方で、Googleの Google-Extendedクローラーは、WRSを共有利用できるためレンダリング可能です。 それにもかかわらず、コンテンツ表示を JavaScriptに大きく依存しているウェブサイトから ChatGPT searchは情報を正しく取得できていました。これは、モデルが Googleのインデックスから既にレンダリングされたバージョンのページにアクセスすることによって可能となります。証拠 4：そのほかの状況証拠さまざまな状況証拠から、ChatGPT searchが現在 Googleを使用していることに疑いの余地はないとリルコ氏は結論付けています。移行の正確な時期は不明ですが、2025年 8月 11日にBingが検索 APIを廃止する計画に関連している可能性があるとも推測できます。Bingから Googleへの移行を促す理由になりえます。また、Redditのようなディスカッションフォーラムサイトが ChatGPT searchの回答に頻繁に引用されていることも Googleへの移行を後押しします。なぜなら、Redditが Google自体の検索結果で頻繁に上位表示するようになっているためです。

URL パラメータ

Google マーチャントセンターに関連するトラッキングパラメータの ?srsltid= が、ChatGPT search が引用する URL に頻繁に見られます。

Google のオーガニック検索結果に表示されている URL を ChatGPT search がそのまま取得しているために、こうした状況が起こると考えられます。

証拠 3：Googleインデックスへのアクセス

Google のインデックス作成能力を ChatGPT search が 活用していると思われる証拠も見つかりました。

コンテンツの更新

ChatGPT 単体ではウェブページのコンテンツの変更をリアルタイムで認識できません。

その代わりに、Google によって直近にインデックスされたバージョンのページを認識しており、これはライブクロールではなくインデックスに問い合わせていることを示しています。

JavaScript のレンダリング

ChatGPT を含む多くの AI クローラーは JavaScript をレンダリングできません。

一方で、Google の Google-Extended クローラーは、WRSを共有利用できるため レンダリング可能です。

それにもかかわらず、コンテンツ表示を JavaScript に大きく依存しているウェブサイトから ChatGPT search は情報を正しく取得できていました。

これは、モデルが Google のインデックスから既にレンダリングされたバージョンのページにアクセスすることによって可能となります。

証拠 4：そのほかの状況証拠

さまざまな状況証拠から、ChatGPT search が現在 Google を使用していることに疑いの余地はないとリルコ氏は結論付けています。

移行の正確な時期は不明ですが、2025 年 8 月 11 日にBing が検索 API を廃止する計画に関連している可能性があるとも推測できます。

Bing から Google への移行を促す理由になりえます。

また、Reddit のようなディスカッションフォーラムサイトが ChatGPT search の回答に頻繁に引用されていることも Google への移行を後押しします。

なぜなら、Reddit が Google 自体の検索結果で頻繁に上位表示するようになっているためです。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/01/24/48523#item05
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/01/24/48523#item05
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/01/24/48523#item05
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/01/24/48523#item05
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/01/24/48523#item05
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/you-can-prevent-bard-from-using-your-content-with-google-extended/
https://www.suzukikenichi.com/blog/googlebot-uses-a-web-rendering-service-that-is-based-on-chrome-41/
https://www.youtube.com/watch?v=jHYUD0x44uM&t=23s
https://learn.microsoft.com/en-us/lifecycle/announcements/bing-search-api-retirement
https://learn.microsoft.com/en-us/lifecycle/announcements/bing-search-api-retirement
https://learn.microsoft.com/en-us/lifecycle/announcements/bing-search-api-retirement
https://learn.microsoft.com/en-us/lifecycle/announcements/bing-search-api-retirement
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ChatGPT search が、その主要な外部検索エンジンを Bing から Google へと密かに移行した可能性が高い。

ChatGPTが外部検索エンジンをBingからGoogleに変更か？

https://www.suzukikenichi.com/blog/a-study-found-that-chatgpt-now-pulls-web-data-from-google-instead-of-bing/

Google検索最適化＝  ChatGPT検索最適化DemandSphereの Ray Grieselhuber（レイ・グリセルフーバー）氏も独自調査から、ChatGPT searchは Googleのインデックスに大きく依存していると断定しています。OpenAIからの公式な発表ではないので、ChatGPTが Google検索のインデックスを本当に利用しているという確証はありません。それでも、信憑性は高そうに思えます。Google検索の SEOに取り組み続けることが ChatGPT検索での露出増加にも繋がるのであれば、目まぐるしく変わる AI検索の状況に振り回されることなく、王道の施策を安心して継続できます。

Google 検索最適化 ＝ ChatGPT 検索最適化

DemandSphereの Ray Grieselhuber（レイ・グリセルフーバー）氏も独自調査から、ChatGPT search は Google のインデックスに大きく依存していると断定しています。

OpenAI からの公式な発表ではないので、ChatGPT が Google 検索のインデックスを本当に利用しているという確証はありません。

それでも、信憑性は高そうに思えます。

Google 検索の SEO に取り組み続けることが ChatGPT 検索での露出増加にも繋がるのであれば、目まぐるしく変わる AI 検索の状況に振り回されることなく、王道の施策を安心して継続でき

ます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.demandsphere.jp/new-features-ai-search-visibility-monitoring-covering-chatgpt-perplexity-ai-overviews-and-more/
https://www.demandsphere.jp/new-features-ai-search-visibility-monitoring-covering-chatgpt-perplexity-ai-overviews-and-more/
https://www.demandsphere.jp/new-features-ai-search-visibility-monitoring-covering-chatgpt-perplexity-ai-overviews-and-more/
https://www.demandsphere.jp/new-features-ai-search-visibility-monitoring-covering-chatgpt-perplexity-ai-overviews-and-more/
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